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｢

陰か
げ｣

、
辞
書
で
引
く
と｢

物
の
後
の
暗
い
隠
れ
た
所｣

｢

人
目
の
届
か
な
い
隠
れ
た
所｣

と
記
さ
れ
て
い
る

▼｢

陰
で
糸
を
引
く｣

｢

陰
で
舌
を
出
す｣

等
と
悪
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
一
方
、｢

陰
に
隠
す｣

｢

陰
に
な
り
日
向

と
な
り｣

と
縁
の
下
の
力
持
ち
を
意
味
し
た
り

｢

陰
な

が
ら｣

と
遠
慮
を
含
む
発
言
に
な
っ
た
り
と
、
良
い
イ

メ
ー
ジ
で
も
促
ら
れ
、
善
悪
両
面
が
一
字
で
表
現
出
来

る
不
思
議
な
言
葉
で
あ
る
▼
陰
は
時
に
尊
敬
を
持
っ
て

表
現
さ
れ
る
事
も
あ
る
。｢

お
陰
様｣

で
あ
る
。
元
々

は
神
仏
に
よ
る
目
に
は
見
え
な
い
偉
大
な
る
御
加
護
を

指
す
の
だ
が
、
現
在
で
は
日
常
的
に
使
わ
れ
、
神
仏
人

問
わ
ず
、
隠
れ
た
所
で
の
善
い
働
き
に
感
謝
す
る
言
葉

に
な
っ
て
い
る
▼
陰
は
光
が
無
け
れ
ば
存
在
し
な
い
。

光
で
照
ら
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
か
ら
こ
そ
陰
が
出

来
る
の
で
あ
る
。
古
来
よ
り
日
本
人
は
こ
の
こ
と
を
当

然
の
よ
う
に
知
っ
て
お
り
、
陰
に
こ
そ
重
要
な
作
用
が

あ
る
こ
と
を
悟
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

光

(

陽)

も
陰
も
同
様
に
敬
い
、
そ
の
結
果
、
こ
の
上

な
く
複
雑
で
奥
深
く
、
奥
床
し
い
言
葉
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
▼
東
日
本
大
震
災
で
東
北
地
方
は
大
き
な
痛
手

を
負
っ
た
が
、
被
災
者
の
方
々
は

｢

お
陰
様｣

と
何
回

も
口
に
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
塗
炭
の
苦
し
み
の

中
に
も
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
東
北
地
方
の
人
々
を
誇

り
に
思
う
▼
陰
陽
は
月
日
と
も
解
さ
れ
る
。
こ
の
二
文

字
、
組
合
わ
せ
る
と

｢

明｣

に
な
る
。
明
日
は
必
ず
明

る
く
な
る
と
信
じ
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
復
興
し
、
真

の
笑
顔
が
一
刻
で
も
早
く
見
る
事
が
出
来
る
様
、
陰
な

が
ら
切
望
す
る
今
日
で
あ
る
。

(

犬)
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千
数
百
年
の
歴
史
を
有
し
、

神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
国
府
祭

が
、
端
午
の
節
句
の
日
で
あ
る

五
月
五
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

｢

こ
う
の
ま
ち｣

と
も
呼
ば

れ
る
こ
の
祭
は
、
古
く
大
化
改

新
に
よ
り
整
え
ら
れ
た
律
令
制

の
祭
政
一
致
の
政
体
を
源
と
し
、

国
司
が
年
に
一
度
、
国
中
の
有

力
神
社
の
神
々
を
勧
請
し
、
国

家
安
泰
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
早
朝
、
社
頭

を
発
輿
し
た
神
輿
は
、

途
中
大
磯
切
通
し
に

て
在
庁
迎
神
使
の
出

迎
え
を
う
け
神
揃
山

に
着
御
、
神
揃
山
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

正
午
に
は
、
古
式

豊
か
な

｢

座
問
答｣

が
執
り
行
わ
れ
、
一

之
宮
寒
川
神
社
と
二

之
宮
川
勾
神
社
の
社

人
が

｢

神
座｣

を
意

味
す
る
虎
の
皮
を
上

座
へ
上
座
へ
と
三
度
敷
き
合
い

一
之
宮
を
主
張
、
三
之
宮
比
々

多
神
社
の
仲
裁
に
よ
り
来
年
に

持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
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���������
�
�
�
�
�
�
�
�
	

こ
の
度
、
日
頃
よ
り
当
神
社

を
御
崇
敬
頂
い
て
い
る
横
浜
貨

物
綜
合
㈱
佐
藤
哲
也
様
よ
り
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被

災
し
た
神
社
の
方
々
へ
の
支
援

物
資
と
し
て
、
飲
料
水
四
八
〇

リ
ッ
ト
ル
と
米
一
五
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

早
速
、
当
神
社
旧
職
員
奥
海

聖
氏
が
宮
司
を
務
め
る
宮
城
県

石
巻
市
の
太
平
洋
上
に
浮
か
ぶ

金
華
山
に
鎮
座
す
る
黄
金
山
神

社
へ
と
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
津
波
で
女
川
・
鮎
川

両
港
共
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

現
在
は
、
潮
が
引
く
ご
く
短
い

時
間
に
、
必
要
最
少
限
の
物
資

を
運
搬
す
る
と
い
う
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
地
震
発

生
直
後
は
非
常
食
の
み
で
神
社

を
お
護
り
し
て
い
た
と
も
伺
っ

て
お
り
、
今
回
の
支
援
物
資
は

大
変
心
強
い
物
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

ご
提
供
頂
き
ま
し
た
佐
藤
様

に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
!
"
#
$
�

%
&
'
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(
)
*
+
,
-

去
る
五
月
十
一
日
、
当
神
社

で
実
施
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
義
捐
金
募
金
活
動
の
う

ち
、
集
計
が
整
い
ま
し
た
義
捐

金
九
〇
五
、
三
一
三
円

(

四
月

十
八
日
〜
五
月
八
日
分)

を
、

第
二
回
目
と
し
て
寒
川
町
へ
納

付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

謹
ん
で
ご
報
告
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

＜神揃山発輿祭＞

＜神対面の儀＞

＜神揃山に着御された神輿＞

古古式式座座問問答答

��������
��������

��������
��������

��������

古式

午
後
、
神
輿
は

神
揃
山
を
降
り
、

大
矢
場
へ
着
御
。

総
社
六
社
神
社
に

大
神
等
の
御
分
霊

で
あ
る
守
公
神
を

進
め
る

｢
神
対
面

の
儀｣
、
大
磯
町

長
が
国
司
役
を
務

め
、
各
社
を
拝
礼

す
る

｢

国
司
奉
幣

の
儀｣

が
行
わ
れ
、

神
輿
は
無
事
、
還

幸
の
途
に
つ
き
ま

し
た
。
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に
住
所
・
氏
名
・

�
�
�
�
�

年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
左
記
要
項
に
よ

り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※�
�
�
�
�
�


�
�
�
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�

そ
れ
以
前
の
消
印
、

�
�
�
�
�
�

ま
た
、
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
先
着
千
名
。(

一
人
一
枚
限
り
と
し
、
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。)

�
�
�

〒
253－

0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

 
!
"
#

電

話

〇
四
六
七

(

七
五)

〇
〇
〇
四

※鑑賞券の転売は固く
禁止致します｡

《往信》

《返信》

裏
面
は
記
入
な
し
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

裏
○
○
県
〇
〇
市
〇
〇
町

〇－

〇－

〇
〇
〇
〇
〇
様

(

ご
自
身
の
住
所
・
氏
名)

表 郵便番号

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社相

模
薪
能
係

表 253-0195
住
所

氏
名

年
齢

�

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

裏

�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

当
神
社
で
は
、
先
の
大
戦
に

て
祖
国
の
為
に
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
た
英
霊
へ
の
慰
霊
と
恒
久

平
和
を
祈
り
、
終
戦
記
念
日
で

あ
る
八
月
十
五
日
に
毎
年
薪
能

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の

『

相
模
薪
能』

も
本
年

で
四
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
の
演
目
は
左
記
の
通
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
鑑
賞
ご
希
望

の
方
は
下
記
要
項
を
参
照
頂
き
、

お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
す
様
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

�
能

｢

舎
利｣

▲狂言 ｢樋の酒｣

��������
��������
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��������
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神
社
本
庁
で
は
設
立
記
念
日
に
当
た
る
二
月
三
日
、
本
年
度
の
被

表
彰
者
を
発
表
し
、
当
神
社
禰
宜
渋
谷
幹
�
氏
、
兼
務
神
社
で
あ
る

菅
谷
神
社
責
任
役
員
三
堀
昇
氏
の
両
氏
が
定
例
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま

し
た
。
又
、
今
年
は
、
神
社
本
庁
設
立
六
十
五
周
年
の
節
目
と
な
り
、

そ
の
記
念
表
彰
と
し
て
当
神
社
参
事
山
口
里
美
氏
が
受
彰
、
先
月
二

十
五
日
に
都
内
で
表
彰
式
が
催
さ
れ
、
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

御
神
威
の
更
な
る
発
揚
の
た
め
、
益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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%
&
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◆
能

巴
と
も
え

観
世

喜
正
ほ
か

◆
狂
言

樋ひ

の
酒さ

け

野
村

萬
斎
ほ
か

◆
能

舎し
ゃ

利り

中
森

貫
太
ほ
か

$
(
)
�
'

平
成
二
十
三
年
八
月
十
五
日(
月)

午
後
五
時
半

開
演
予
定

$
*
+
'

寒
川
神
社
境
内
特
設
能
舞
台

記念大会 会場にて

��������
��������

��������
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古式
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
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�
�
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�
�

(

順
不
同
・
敬
称
略)

三
十
万
円

中
島

康
晃

東
京
都
港
区

〃

㈱
カ
ギ
サ
ン

茅
ヶ
崎
市
中
海
岸

十
万
円

瀧
本
三
重
子

静
岡
県
島
田
市

〃

上
原

正
治

東
京
都
練
馬
区

〃

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

東
京
都
目
黒
区

〃

皆
川

清
藏

寒
川
町
宮
山

〃

㈲
喜
久
屋
酒
店

寒
川
町
宮
山

五
万
円

森
谷

茂
男

東
京
都
葛
飾
区

〃

山
野
ふ
さ
江

静
岡
県
富
士
市

三
万
円

工
藤

み
の

川
崎
市
高
津
区

二
万
円

㈲
ミ
ツ
ワ
企
画

綾
瀬
市
吉
岡

〃

�
橋

理
恵

厚
木
市
飯
山

〃

岩
井

豊
美

千
葉
県
佐
倉
市

〃

柏
川

昌
和

相
模
原
市
南
区

〃

阿
部

剛
也

千
葉
県
八
千
代
市

〃

二
瓶
惠
美
子

鎌
倉
市
西
御
門

〃

丹
後
と
し
子

横
浜
市
戸
塚
区

〃

菊
地

潔

横
浜
市
栄
区

一
万
円

泉

孝
一

東
京
都
杉
並
区

〃

西
ノ
坊
公
子

東
京
都
台
東
区

〃

奥
谷

光
男

平
塚
市
東
真
土

〃

蛯
谷

康
夫

相
模
原
市
南
区

〃

㈱
Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ
ｕ
ｐ

茅
ヶ
崎
市
甘
沼

〃

阿
坂

孝
雄

横
浜
市
港
南
区

〃

㈱
メ
デ
ィ
ト
ラ
ス
ト

横
浜
市
港
南
区

〃

渡
邉
久
美
子

茨
城
県
稲
敷
郡

〃

金
子

光
男

埼
玉
県
朝
霞
市

(完成予想図)

一
万
円

早
川

智
一

横
浜
市
泉
区

〃

小
榑

進

東
京
都
府
中
市

〃

青
木

洋
行

横
浜
市
南
区

〃

関
口

幸
司

茅
ヶ
崎
市
萩
園

〃

大
津

和
義

川
崎
市
多
摩
区

〃

林

栄
治

千
葉
県
市
川
市

〃

林

健
治

千
葉
県
市
川
市

〃

蓮
尾

尚
信

東
京
都
世
田
谷
区

〃

横
山
真
理
子

厚
木
市
旭
町

〃

今
野

隆
造

相
模
原
市
南
区

〃

松
山

勝
江

寒
川
町
岡
田

〃

野
寺
江
美
子

大
和
市
福
田

〃

渡
邉

浩

群
馬
県
太
田
市

〃

吉
田

芳
夫

横
浜
市
金
沢
区

〃

吉
田
与
一
郎

横
須
賀
市
湘
南
国
際
村

〃

小
清
水
一
雅

平
塚
市
立
野
町

〃

児
玉

俊
次

寒
川
町
宮
山

〃

和
泉

昭

東
京
都
江
東
区

〃

井
野
川

登

横
浜
市
中
区

〃

北
河

孝

座
間
市
東
原

〃

北
河
美
津
代

座
間
市
東
原

〃

難
波
喜
美
男

寒
川
町
倉
見

〃

坂
田

潔

相
模
原
市
南
区

〃

木
村

要

東
京
都
世
田
谷
区

〃

越
地

秀
敏

静
岡
県
熱
海
市

〃

橋
本

京
子

横
浜
市
鶴
見
区

〃

松
岡

祐
司

埼
玉
県
越
谷
市

〃

三
田
野
利
枝

東
京
都
青
梅
市

一
万
円

竹
内

紀
世

千
葉
県
習
志
野
市

〃

鈴
木

金
三

寒
川
町
岡
田

〃

�
橋

一
郎

東
京
都
台
東
区

〃

柴
山

佳
子

東
京
都
渋
谷
区

〃

池
田

裕
一

東
京
都
港
区

〃

海
老
原
久
男

藤
沢
市
大
庭

〃

斉
藤

憲
司

相
模
原
市
緑
区

〃

菅
野

耕
生

座
間
市
入
谷

〃

下
之
薗
眞
智
子

横
浜
市
戸
塚
区

〃

山
口

真
吾

大
和
市
大
和
南

〃

福
本

光
男

東
京
都
台
東
区

〃

木
下

晃
宏

寒
川
町
一
之
宮

〃

林

忠
司

綾
瀬
市
落
合
北

〃

平
野

剛

千
葉
県
千
葉
市

〃

北
野
と
お
る

茅
ヶ
崎
市
十
間
坂

〃

横
川

則
雄

埼
玉
県
吉
川
市

〃

吉
沼

晃

横
浜
市
神
奈
川
区

〃

磯
原

裕

東
京
都
目
黒
区

����������������������������������������					

現
在
、
改
築
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

｢

太
鼓
橋｣

の

名
称
を
、
広
く
皆
様
よ
り
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

�
�
	


�
�

一
、
方

法

葉
書
に
て
一
人
一
点
。
住
所
・
氏
名

年
令
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記

一
、
締

切

七
月
三
十
一
日
必
着

一
、
宛

先

〒
二
五
三－

〇
一
九
五

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
太
鼓
橋
名
称
募
集
係
へ

＊
発
表
は
後
日
、
本
誌
に
て
行
い
ま
す
。
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�
�

事
務
長

渡

邊

マ
ツ
子

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
神
恵
苑
で
行
う
リ
ハ
ビ
リ
は

手
や
足
の
訓
練
の
他
に
精
神
的

に
も
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
目
的
が
あ
り
ま
す
。

入
所
中
、
同
世
代
の
方
同
志

の
楽
し
い
お
喋
り
、
書
道
・
貼

り
絵
・
絵
手
紙
等
の
教
室
に
参

加
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
解
消

に
繋
が
る
。
ご
自
分
の
趣
味
を

活
か
す
事
の
出
来
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
の
誕
生
会
に
合

わ
せ
て
催
す
行
事
は
外
部
に
お

願
い
す
る
歌
謡
、
踊
り
等
が
あ

る
他
、
時
に
は
職
員
自
ら
行
う

演
芸
も
あ
り
ま
す
。
参
加
さ
れ

る
入
苑
者
達
が
ひ
と
時
を
楽
し

く
、
有
意
義
に
過
ご
し
て
頂
く

た
め
に
事
前
に
練
習
を
重
ね
て

本
番
を
迎
え
て
い
ま
す
。

｢

良
か
っ
た
よ
、
楽
し
め
た

よ｣

と
の
言
葉
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
出
来
た
時
、
こ
の
仕
事

に
就
い
て
良
か
っ
た
、
と
改
め

て
思
う
の
で
す
。

神
恵
苑
の
利
用
者
の
方
に
は

加
齢
に
伴
い
物
が
見
え
づ
ら

い
方
、
耳
が
遠
く
な
っ
た
方

が
多
く
お
い
で
に
な
り
ま
す

た
と
え
介
護
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
て
も
、
利
用
者
さ

ま
は
、
�
人
生
の
先
輩
�
と

い
う
意
識
を
職
員
は
常
に
持

ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
て
い
ま
す
。

以
前
、｢

手
も
足
も
動
か

な
く
な
っ
て
目
も
見
え
な
く

な
っ
た
け
ど
、
心
の
目
が
ど

ん
ど
ん
見
え
て
来
る
よ
う
に

�
�

�
�

�

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

居
宅
支
援
事
業
所

お
問
い
合
わ
せ
は
、

〇
四
六
七(

七
五)

八
六
七
七

な
っ
た
よ｣

と
話
さ
れ
た
、
九

十
歳
Ａ
氏
の
言
葉
を
今
で
も
肝

に
銘
じ
て
い
ま
す
。

神
恵
苑
職
員
は
寒
川
神
社
の

施
設
に
ご
奉
仕
出
来
る
事
に
感

謝
を
し
て
、｢

優
し
く
、
や
さ

し
く｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
皆
様
に

ご
奉
仕
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

職
員
自
ら
の
人
間
性
の
向
上

を
目
指
し
て
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

毎
年
六
月
と
十
二
月
に
行

わ
れ
る
こ
の
祭
儀

(

茅
の
輪

神
事
は
六
月
の
み)

は
、
私

た
ち
が
何
気
な
く
日
々
を
暮

ら
す
中
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
れ
を

祓
い
清
め
、
清
浄
な
心
身
に

立
ち
返
っ
た
上
で
新
し
い
生

活
に
臨
む
た
め
の
、
古
く
よ

り
我
が
国
に
伝
わ
る
大
切

な
年
中
行
事
の
ひ
と
つ

で
す
。

こ
の

｢

水
無
月
大
祓
式

並
び
に
茅
の
輪
神
事｣

の

�
�
 
!
"
#

と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
皆
様
も
境
内

に
設
け
ら
れ
た
茅
の
輪
を

く
ぐ
り
、
新
し
い
季
節
を

清
々
し
く
お
迎
え
下
さ
い
。

※
当
日
お
越
し
に
な
れ
な

い
方
は
郵
送
に
て
の
大

祓
も
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

��������	
	��

���
�� ����	
������������
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去
る
五
月
五
日
、
一
之
宮
八

幡
大
神
に
て

｢
子
供
の
日
を
祝

う
会｣

が
開
催
さ
れ
、
大
小
三

五
〇
を
超
え
る
鯉
幟
が
境
内
狭

し
と
掲
げ
ら
れ
、
地
域
の
子
供

達
を
盛
大
に
お
祝
い
し
た
。

同
会
は
一
之
宮
屋
台
ば
や
し

保
存
会
廣
田
直
士
会
長
を
中
心

に
、
屋
台
保
存
会
・
自
治
会
・

年
番
・
消
防
団
・
八
幡
大
神
総

代
他
有
志
に
よ
り
始
め
ら
れ
、

本
年
十
一
年
目
を
迎
え
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

地
域
の
小
学
生
を
中
心
に
三
五

〇
名
も
の
子
供
た
ち
が
訪
れ
、

綱
引
き
・
相
撲
大
会
・
紙
し
ば

い
・
金
魚
す
く
い
・
パ
ン
食
い

競
争
な
ど
、
各
種
催
し
に
歓
声

が
響
き
、
氏
神

｢

八
幡
さ
ま｣

に
、
昔
な
が
ら
の

｢

ま
つ
り｣

を
思
わ
せ
る
風
景
が
広
が
っ
た
。

｢
ま
つ
り｣

を
通
し
て

｢

人
々

の
輪
【
和
】｣

が
実
現
さ
れ
た

理
想
的
な
一
日
と
な
っ
た
。

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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五
月
三
日
、
端
午
の
節
句
を

祝
い
、
も
ち
つ
き
・
バ
ザ
ー
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
早
く
か
ら
、
こ
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
、
団
関
係
者

が
一
丸
と
な
り
、
杵
を
振
り
上

げ
も
ち
つ
き
に
爽
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

ま
た
当
団
で
は
、
四
月
か
ら

神
社
境
内
に
お
い
て
、
先
の
震

災
の
義
捐
金
募
金
活
動
を
実
施

し
、
五
月
末
日
迄
に
合
計
で

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

も
ち
つ
き
・
バ
ザ
ー
大
会
開
催
に
併
せ
て
義
捐
金
募
金
活
動
に
取
組
む

三
六
九
、
二
七
二
円
が
集
ま
り

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
義
捐
金
は
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
日
本
連
盟
及
び
全
国
神

社
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
を
通
じ
て
、

被
災
地
へ
お
届
け
致
し
ま
す
。

�
�

�
�

��
��

��
��

��
��

��
��

去
る
五
月
二
十
二
日
、

寒
川
神
社
利
根
康
教
宮
司

が
宮
司
代
務
者
を
務
め
ま

す
、
相
模
原
市
大
島
鎮
座

｢

日
々
神
社｣

に
て
神
楽

殿
竣
功
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。
祭
典
は
、
鈴
木
一

雄
権
禰
宜
を
は
じ
め
寒
川

神
社
神
職
二
名
が
奉
仕
し
、

利
根
宮
司
以
下
、
建
設
委

員
・
役
員
総
代
の
方
々
が

参
列
さ
れ
ま
し
た
。

一
〇
八
年
ぶ
り
に
竣
功

相
成
り
ま
し
た
神
楽
殿
で

は
、
寒
川
神
社
巫
女
に
よ

る

｢

浪
速
神
楽｣

が
奉
奏

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ご
苦
労

な
さ
れ
た
皆
様
方
の
お
心

を
お
慰
め
し
、
慶
事
に
花

を
添
え
る
事
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
神
楽
殿
は
、
地
域

と
の
よ
り
密
接
な
関
係
を

築
く
礎
と
な
り
、
日
々
神

社
益
々
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
で
し
よ
う
。
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ど
ん
な
人
間
で
も
、
食
べ
た
ら

排
泄
は
す
る
も
の
で
す
。
老
廃
物

に
身
体
か
ら
早
く
出
て
行
っ
て
も

ら
う
の
は
当
然
で
す
。
驚
く
こ
と

に
糞
便
の
重
量
の
約
半
分
は
細
菌

お
よ
び
そ
の
死
骸
で
、
１
�
糞
便

中
に
は
１
０
０
〜
１
０
０
０
億
個

の
菌
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
剥
が
れ
た
胃
腸
上
皮
、
水
分

を
除
く
と
、
食
物
で
吸
収
さ
れ
な

か
っ
た
残
渣
の
占
め
る
割
合
は
思
っ

た
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

そ
ん
な
細
菌
は
殺
菌
し
て
死
滅
さ

せ
て
し
ま
う
方
が
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
う
い
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
腸
内
細
菌
に
も
善
玉
菌
と

悪
玉
菌
が
あ
り
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

を
筆
頭
と
す
る
善
玉
菌
は
悪
玉
菌

の
増
殖
を
抑
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
あ
の
大
腸
菌
だ
っ
て
、
大

腸
の
中
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
と
い
う
出

血
を
止
め
る
の
に
有
用
な
ビ
タ
ミ

ン
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
年
齢
と
と
も
に
腸
の
動

き
が
弱
く
な
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス

が
加
わ
っ
た
り
、
便
意
を
変
に
我

慢
す
る
と
、
便
秘
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
老
廃
物
が
大
腸
で
滞
っ
た

状
態
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
腸
内

の
細
菌
が
異
常
発
酵
し
悪
玉
菌
が

増
殖
し
オ
ナ
ラ
は
臭
く
な
る
し
、

も
し
そ
れ
を
我
慢
す
る
と
血
中
に

吸
収
さ
れ
、
体
中
を
巡
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
大
腸
で
発
生

す
る
二
次
胆
汁
酸
や
悪
玉
菌
が
発

す
る
ニ
ト
ロ
サ
ミ
ン
は
発
癌
物
質

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

早
く
排
泄
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

現
代
社
会
は
ス
ト
レ
ス
が
多
い

で
す
。
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
、
消

化
管
の
動
き
、
排
便
機
能
は
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
大
昔
に
も
猛
獣

に
襲
わ
れ
る
ス
ト
レ
ス
は
あ
っ
た

で
し
ょ
う
が
、
ゆ
っ
く
り
排
便
な

ん
か
し
て
い
た
ら
追
い
つ
か
れ
て

食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

ス
ト
レ
ス
時
に
は
排
便
は
抑
制
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

食
物
を
食
べ
る
と
、
食
道－

直

腸
反
射
と
も
、
胃－

結
腸
反
射
と

も
言
わ
れ
て
い
る
、
排
便
を
催
す

反
射
が
あ
り
ま
す
。

朝
食
後
、
そ
の
排
便
反
射
を
利

用
し
て
ス
ト
レ
ス
の
な
い
状
態
で
、

暖
か
い
ト
イ
レ
で
用
を
足
す
こ
と

が
薦
め
ら
れ
ま
す
。

排
便
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
に
は
、

適
度
の
硬
さ
の
便
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
繊
維
物
の
多
い

食
事
、
コ
ー
ヒ
ー
や
乳
製
品
、
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
、
水
分
の
充
分
な

摂
取
、
便
意
を
我
慢
し
な
い
こ
と

が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

水
分
摂
取
不
足
や
便
意
を
我
慢

し
た
り
す
る
と
、
糞
便
の
あ
る
直

腸
が
便
か
ら
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
水
分
を
吸
収
し
て
し
ま
い
、

便
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

便
が
硬
く
な
る
と
、
排
便
時
に
力

む
こ
と
に
な
り
、
痔
に
な
っ
た
り

肛
門
が
外
へ
飛
び
出
し
た
り
、
血

圧
が
上
が
り
過
ぎ
て
脳
内
出
血
に

な
っ
た
り
、
良
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

頑
固
な
便
秘
に
は
、
時
に
大
変

な
病
気
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
一
度
精
密
検
査
を

す
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。
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 � ６月14日(火)
午後２時～３時

�� 寒川神社 参集殿

� � ���������

� � 内科医長

武 村 文 夫

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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一
、
兼

題

羽
抜
鶏

二
句

(

会
費
千
円
を
添
え
て
投
句
の
こ
と
。)

〆

切

六
月
二
十
日
必
着

会
費
の
添
え
て
な
い
場
合
は
受
理
し
ま
せ
ん
。

宛

先

〒
二
五
三－

〇
一
〇
六

寒
川
町
宮
山
一
七
一
六－

五

飛
石
靖
利

一
、
大

会

日

時

九
月
四
日(

日)

午
前
十
時
受
付
開
始

場

所

寒
川
神
社
参
集
殿
四
階

(

相
模
線
宮
山
駅
下
車
徒
歩
五
分)

席

題

当
日
発
表

(

投
句
〆
切
十
一
時)

大
会
当
日
の
費
用
は
不
要

一
、
表

彰

菊
花
御
紋
賞
状
の
一
之
宮
賞
以
下
五
十
位
ま
で
賞
品
贈
呈

一
、
選

者

客
選

各
地
区
先
生

謝
選

主
催
者
代
表

お
知
り
合
い
へ
参
加
御
勧
誘
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主

催

寒

川

俳

壇

�
�

�
�
�

�

�
�
 

!

介
護
支
援
専
門
員

明
石

凉
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

�
�

�
�

�
�

�
�
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静
寂
の
中
鋪
設
さ
れ
る
茅
の
輪

参
列
者
の
無
病
息
災
を
願
う
。

庭
に
自
生
す
る
茗

み
ょ
う

荷が

は
日
本

で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
野
菜
。

神
の
加
護
を
意
味
す
る
冥

み
ょ
う

加が

と
通
じ
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
る
。

物
忘
れ
の
説
話
も
多
々
あ
る

が
、
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
？(

尚)

陰
干
し
の
薬
草
匂
ふ
薄
暑
か
な

金
指

月
光

仰
ぎ
見
る
慈
母
観
音
や
春
惜
し
む

飛
石

槿
花

風
か
ほ
る
朱
き
昭
和
の
鏡
掛

芹
沢

徳
光

惜
春
や
針
が
脈
打
つ
花
時
計

市
本

益
子

梨
棚
に
浮
雲
の
如
花
咲
け
り

菅
沼

保
幸

足
湯
し
て
沖
を
遥
か
に
春
惜
し
む

露
木
て
る
子

母
の
日
の
嫌
が
る
妻
を
上
座
に
す

岡
田
風
呂
釜

神
域
の
朝

あ
し
た
し
ず
け
し
百
千
鳥

相
原

白
蕗

母
の
日
や
錆
の
き
て
い
る
裁
ち
鋏

根
岸

君
子

初
夏
や
窓
一
杯
の
大
�

竹
村
真
砂
美

自
転
車
の
籠
の
子
二
人
葱
坊
主

四
ッ
車
梢
月

麦
秋
や
笑
顔
に
言
葉
な
か
り
け
り

倉
谷

節
子

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
素
足
に
光
る
薄
暑
か
な

伊
藤

公
一

風
す
こ
し
懐
に
し
て
つ
つ
じ
燃
ゆ

瀧
井
ど
ん
舟

学
童
の
が
や
が
や
通
る
小
判
草

千
葉

静
香

ぷ
り
ぷ
り
の
二
の
腕
眩
し
更
衣

山
本

朝
子

花
明
り
介
護
ベ
ッ
ト
の
向
き
を
変
え

菅
沼
う
め
の

幼
な
子
の
ま
ぶ
し
げ
に
見
る
新
樹
か
な

岩
田
美
代
子

百
薬
は
二
合
と
き
め
て
初
鰹

松
本
美
智
子

よ
そ
行
き
の
言
葉
で
母
の
日
の
手
紙

金
子

つ
ぢ

一
ト
村
を
青
く
絡
め
て
花
豌え

ん

豆ど
う

宮
入

つ
る

母
の
日
や
贈
る
人
な
く
贈
ら
れ
も
せ
ず

三
輪

恭
子

弥
生
半
ば
を
厳
冬
凌
ぐ
今
朝
の
凍
て
被
災
の
人
の
苦
難
如
何
に
と

宇
田
川
時
子

被
災
地
で
不
明
家
族
を
必
死
で
捜
す
姿
に
涙
と
ぎ
れ
ず

土
屋
ト
ミ
子

大
地
震
津
波
に
原
発
と
三
重
苦
被
災
者
の
苦
に
心
痛
み
ぬ

三
留
と
く
子

大
津
波
我
が
身
忘
れ
て
ア
ナ
ウ
ン
ス

｢

早
く
逃
げ
て｣

の
声
届
か
ず

浜
田

寿
子

家
流
れ
心
悲
し
い
避
難
所
の
子
ら
の
泣
き
声
も
明
日
へ
の
力
に

山
口

幸
子

犠
牲
者
の
鎮
魂
と
街
の
復
興
を
祈
り
捧
げ
る
僧
侶
に
雪
舞
う

山
根
喜
美
代

猛
り
狂
う
巨
大
津
波
は
容
赦
な
し
現
世
を
の
み
込
み
地
獄
と
化
す
る

安
藤

慧

震
災
で
凡
て
失
な
い
悲
し
み
に
耐
え
る
被
災
者
に
心
の
痛
む

川
島
惠
美
子

神
風
よ
疾
く
吹
け
よ
か
し
被
災
者
の
桃
源
郷
を
復
元
し
給
え

�
田
マ
ツ
子

突
如
来
た
腰
を
抜
か
し
て
震
度
七
電
信
柱
不
意
に
大
ゆ
れ

工
藤

光
子

被
災
さ
れ
し
人
思
い
つ
つ
停
電
に
ろ
う
そ
く
の
火
を
じ
っ
と
見
て
居
り

天
利

春
枝

大
津
波
瞬
時
に
す
べ
て
を
の
み
込
む
に
地
獄
図
見
る
ご
と
報
道
聞
き
お
り

岡
元

芳
子

八
戸
に
一
人
住
み
た
る
義
妹
は
如
何
に
暮
ら
す
か
つ
な
み
の
あ
と
で

出
町

安
子

震
災
に
怯
え
ゐ
る
地
の
物
陰
に
若
き
な
づ
な
の
小
さ
く
咲
き
初
む

堀
江

照
子

吾
に
出
来
る
節
電
節
水
被
災
地
へ
物
資
を
早
く
届
け
と
願
う

亀
山

文
子

被
災
地
に
咲
き
た
る
桜
よ
鎮
め
か
し
大
津
波
呑
み
込
み
し
嬰
児
の
魂

杉
本

照
世


